
地域課題・目指す将来像 課題解決に向けた取組

千葉県袖ケ浦市
「想像を超える」袖ケ浦市のみらいモビリティ
～自動運転社会実装推進プロジェクト～

自動運転

◯ バス路線における運転手不足や運行コストの増加

◯ 交通結節点や観光資源などの地域拠点間のアクセスの悪さ

地域
課題

将来像
◯ 公共交通の利便性向上による車が無くても生活できるまちの実現

◯ 地域に新たな周遊ルートが生まれ地域内消費の増加や来訪者増
加による地域の活性化

推進体制

地方公共団体 千葉県袖ケ浦市

国
（★は現地支援責任者）

国土交通省
★関東運輸局交通政策部交通企画課
★関東運輸局自動車技術安全部技術課
 関東地方整備局広域計画課
経済産業省

 関東経済産業局地域経済部地域振興課
警察庁

 交通計画課

民間事業者 株式会社ティアフォー、日東交通株式会社

その他 千葉県警察本部交通総務課

名称：袖ケ浦市未来技術実装協議会

• 既存のバス路線において、自動運転レベル４のバスを運行し、運転手不足の解
消と運行の効率化による持続可能な公共交通ネットワークの構築と、交通結節
点と観光資源を接続することで新たな周遊ルートを創出することによる地域の魅
力向上を図り、「安心して暮らせるまち」の実現を目指す。

①自動運転社会実装推進事業【自動運転】

【依頼事項】

≪１枚目≫
・確認・作成いただく本資料は今後内閣府HPにて公表予定ですの
で、公表可能な情報のみご記載ください。

・フォントサイズは変更せず、文字量や写真・図の大きさを調整して
必ず１枚におさめてください。

①「地域課題・目指す将来像」

・可能な限り、右記の「課題解決に向けた取組」の各取組と対になる
よう、取組ごとに分けて記載ください。
・現在の記載内容をご確認、修正ください。

・目指す将来像については、内閣府ウェブサイトに掲載している取り
まとめ報告書の記載内容を参考にご記入ください。
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kinmirai/index.html

②「推進体制」
・最新の情報にご確認、修正ください。

③「課題解決に向けた取組」

・取組ごとにナンバリング（①～）し、活用技術を【 】にて付記してい
ます。
・差し替える図や写真がありましたら添付してください。
・現在の記載内容をご確認、ご修正ください。

※2ページ目以降は、実際の取り組み内容やその成果についてご

記載いただく予定です。年度末を目安に更新を依頼いたしますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

目的と目指す将来像

・交通結節点（袖ケ浦BT、袖ケ浦駅）と
観光資源を直結
⇒交通利便性の向上
⇒観光、商業需要の取り込み

・EVの自動運転車両を導入
⇒環境負荷の低減

地域の魅力向上

・路線バスの自動運転化
⇒運転手不足の解消
⇒運行コストや運行形態の最適化

・交通結節点間（袖ケ浦BT、袖ケ浦駅）の接続
⇒交通結節点としての機能強化

持続可能な公共交通ネットワークの構築

＆

・車が無くても生活できるまちの実現
⇒自家用車利用の抑制による渋滞緩和、駐車需要の分散

・地域の活性化
⇒周遊ルートが生まれ地域内消費の増加や休日の来訪者増加

「安心して暮らせるまち」

自動運転技術の導入
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